
1 令和7年7月15日 都 医 ニュース 第713号

６
月
15
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
第
３
０
４
回
（
定
時
）
代
議
員

会
に
お
い
て
、会
長
職
を
拝
命
し
、

第
６
次
チ
ー
ム
尾
﨑
の
全
員
が
選

任
さ
れ
、
２
年
間
の
舵
取
り
を
任

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

超
高
齢
社
会
の
入
り
口
と
さ
れ

る
２
０
２
５
年
も
半
ば
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
中
、
近
未
来
に
お

け
る
東
京
の
医
療
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
解
決
に
向
け
、
７
つ
の
重
点

医
療
政
策
を
掲
げ
て
、
医
療
・
介

護
体
制
を
支
え
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

長
い
間
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き

た
目
々
澤
理
事
、
新
井
理
事
、
そ

し
て
４
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
齋
藤
・
稲
葉
両
監
事
の
４
名
の

先
生
方
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
新

た
に
、宮
崎
国
久（
北
区
医
師
会
）、

土
屋
淳
郎
（
豊
島
区
医
師
会
）、

首
里
京
子
（
港
区
医
師
会
）
の
３

名
の
理
事
と
、
日
名
子
尚
子
（
日

野
市
医
師
会
）
監
事
を
迎
え
、
新

副
会
長
に
川
上
一
恵
（
渋
谷
区
医

師
会
）
を
加
え
て
、
第
６
次
チ
ー

ム
尾
﨑
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

今
期
、
以
下
の
７
つ
の
重
点
医

療
政
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

1  

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
と
推
進

24
時
間
在
宅
医
療
強
化
事
業
を

継
続
。
２
次
救
急
病
院
を
守
り
、

高
齢
者
救
急
、
特
に
軽
症
例
へ
の

対
処
を
検
討
。
孤
独
死
を
防
ぐ
積

極
的
な
対
応
に
取
り
組
む
。

2  

災
害
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の

備
え

東
京
都
と
の
連
携
を
継
続
し
、

臨
時
医
療
施
設
等
の
整
備
と
研
修

体
制
の
確
立
を
目
指
す
。
避
難
所

環
境
の
抜
本
的
見
直
し
（
体
育
館

の
雑
魚
寝
か
ら
の
訣
別
）。
獣
医

師
会
と
共
に
進
め
る
ワ
ン
ヘ
ル

ス
。

3  

医
療
費
削
減
政
策
で
は
な
い
、

都
民
の
自
立
を
促
す
セ
ル
フ

ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進

健
診
・
検
診
の
受
診
啓
発
に
よ

る
疾
患
の
早
期
発
見
と
予
防
医
療

を
強
化
。
都
民
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
体
の
状
態
を
把
握
し
、
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
必

要
な
予
防
や
軽
度
な
体
の
不
調
に

自
分
で
対
応
で
き
る
よ
う
都
医
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
。
持
続
可
能
な
皆

保
険
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

共
に
考
え
て
い
く
。

4  

民
間
病
院
支
援
の
継
続
、
東

京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
さ
ら
な
る
推
進
と
病
院
・

診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ
化
の

推
進

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
病
院
・
診
療
所
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
患
者
情

報
の
共
有
が
必
須
。

5  

少
子
化
の
中
で
、
し
っ
か
り

女
性
と
子
ど
も
の
安
心
安
全

を
守
る

多
職
種
連
携
に
よ
る
母
と
子
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
の
推

進
。
若
い
女
性
を
子
宮
頸
が
ん
か

ら
守
る
た
め
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

を
積
極
的
勧
奨
。
子
ど
も
の
将
来

を
守
る
た
め
の
必
要
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
、
将
来
の
自
分
を
守
る
た

め
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け

る
健
康
教
育
の
よ
り
一
層
の
充

実
と
推
進
。

6  

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
重
視

し
た
高
齢
者
医
療
の
あ
り
方

の
再
検
討

Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
、
フ
レ
イ
ル
・

認
知
症
ス
コ
ア
（
仮
称
）
に
よ
る

先
進
医
療
へ
の
保
険
適
応
の
見
直

し
。
単
な
る
延
命
で
は
な
く
、
高

齢
者
の
生
き
方
も
含
め
て
、
家
族

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
れ
ら
の
こ

と
を
考
え
て
い
く
。

7  

広
報
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性

化
。
都
民
の
医
師
会
活
動
へ

の
理
解
と
浸
透

こ
う
し
た
改
革
を
進
め
る
に
は

都
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

都
道
府
県
の
医
療
は
こ
れ
か
ら

一
律
に
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
は

な
く
、
地
域
ご
と
の
課
題
や
実
情

に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
都
道
府
県

の
行
政
と
医
師
会
の
役
割
が
重
要

と
な
り
、
厚
労
省
や
日
医
任
せ
で

は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
東
京
都
医
師
会
は
東
京

都
か
ら
日
本
を
変
え
る
と
い
う
意

気
込
み
で
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
会
員
諸
氏
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
医
療
政
策

（前列左より）日名子監事、指田副議長、落合理事、土谷副会長、尾﨑会長、平川副会長、川上副会長、窪田議長、蓮沼監事　（中央左より）大坪理事、水野理事、弘瀨理事、鳥居理事、小林理事、
西田理事、佐々木理事、市川理事　（後列左より）首里理事、宮崎理事、小平理事、増田理事、荘司理事、土屋理事
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2第713号 都 医 ニュース  令和7年7月15日

６
月
15
日
（
日
）、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
第
３
０
４
回

（
定
時
）
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
ま
ず
慣
例
に
よ
り
仮
議
長
と

し
て
世
田
谷
区
医
師
会
の
伊
藤
邦

成
氏
が
指
名
さ
れ
、
更
に
仮
議
長

か
ら
会
議
録
署
名
人
に
玉
川
医
師

会
の
池
上
晴
彦
氏
、
荏
原
医
師
会

の
木
内
茂
之
氏
が
指
名
さ
れ
た
。

⃝
 

挨
拶 ⃝

尾
㟢
治
夫
会
長
は
、
５
期
目
・

２
年
間
の
任
期
を
終
え
る
に
あ
た

り
、
地
区
医
師
会
、
大
学
医
師
会
、

都
立
病
院
医
師
会
の
協
力
に
対

し
、
深
い
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
は
、
中
国
・
香
港
・
台

湾
・
タ
イ
な
ど
で
依
然
と
し
て
多

数
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
、
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
者
の
死
亡
例
も
確
認

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
世
界
的
に
は

ま
だ
終
息
し
て
い
な
い
と
指
摘

し
、
引
き
続
き
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
々
を
守
る
必
要
が
あ
る
と

強
調
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
記
録
を

ま
と
め
た『
１
２
０
０
日
の
闘
い
』

『
未
知
と
の
遭
遇 

未
来
へ
の
言

霊
』
の
発
行
に

触
れ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の

教
訓
を
活
か

し
、
高
齢
者
が

地
域
で
孤
立
し

な
い
よ
う
、
在

宅
医
療
推
進
強

化
事
業
を
は
じ

め
地
域
連
携
体

制
の
構
築
に
努

め
る
と
述
べ

た
。
更
に
、
近

未
来
に
予
想
さ

れ
る
東
京
の
厳

し
い
医
療
状
況

に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、「
東
京
医

療
崩
壊
?!
」
と

題
し
た
小
冊
子

と
動
画
の
制
作

を
報
告
し
た
。

病
院
経
営
に

つ
い
て
は
物
価

高
等
の
影
響
で

ま
す
ま
す
厳
し

く
、
診
療
報
酬
改
定
だ
け
で
打
開

は
難
し
い
と
し
て
、
東
京
都
が
独

自
に
民
間
病
院
を
支
援
す
る
政
策

決
定
を
し
た
こ
と
は
、
国
に
頼
ら

ず
都
道
府
県
が
主
体
的
に
動
く
好

例
と
述
べ
た
。

ま
た
、
目
々
澤
肇
理
事
、
新
井

悟
理
事
、
齋
藤
寛
和
監
事
、
稲
葉

貴
子
監
事
４
名
の
役
員
退
任
を
報

告
し
、感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
た
。

⃝
 

正
副
議
長
選
挙 ⃝

定
数
と
同
数
の
立
候
補
に
よ

り
、
議
長
に
世
田
谷
区
医
師
会
の

窪
田
美
幸
氏
、
副
議
長
に
西
東
京

市
医
師
会
の
指
田
純
氏
が
選
出
さ

れ
た
。⃝

 

報
告 ⃝

令
和
６
年
度
東
京
都
医
師
会
庶
務

及
び
事
業
報
告

令
和
６
年
12
月
１
日
現
在
の
会

員
数
は
２
万
１
５
４
５
名
（
前
年

比
３
９
９
名
増
）。
各
事
業
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。
①
Ｔ
Ｍ
Ａ
医

療
会
議
で
は
、
医
療
提
供
体
制
の

諸
問
題
と
解
決
策
に
つ
い
て
議
論

し
、
成
果
物
の
作
成
を
進
め
た
。

②
公
衆
衛
生
に
関
す
る
事
業
で

は
、
禁
煙
推
進
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
と
共
催
で
２
０
２
４
年
世
界

禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
東
京
都
医

師
会
館
で
開
催
し
た
。
③
地
域
医

療
に
関
す
る
事
業
で
は
、
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
で
２
０
２
５
年

に
向
け
た
対
応
方
針
や
地
域
医
療

連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、
能

登
半
島
地
震
の
際
に
、
東
京
都
医

師
会
か
ら
は
現
地
に
東
京
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
を
２
チ
ー
ム
、
合
計
76
チ
ー
ム

を
派
遣
。
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
は
令
和

７
年
５
月
31
日
で
終
了
。
④
令
和

６
年
６
月
１
日
施
行
の
診
療
報
酬

改
定
に
関
し
、
診
療
報
酬
改
定
講

習
会
を
３
回
開
催
。
複
雑
な
算
定

要
件
や
施
設
基
準
を
整
理
し
、
分

か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
実
施
。

実
践
的
な
手
引
き
「
開
業
医
の
た

め
の
保
険
診
療
の
要
点
」
を
発
行

し
た
。
⑤
長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ

禍
を
振
り
返
り
、
そ
の
闘
い
の
記

録
を
都
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
『
１
２
０
０
日

の
闘
い
』
を
発
行
し
た
な
ど
、
特

筆
す
べ
き
事
業
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。ま

た
、
令
和
６
年
度
は
元
東
京

都
医
師
会
監
事
の
久
保
嶋
武
仁
氏

を
は
じ
め
と
し
た
物
故
者
１
２
５

名
の
報
告
が
あ
り
、
出
席
者
全
員

か
ら
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

⃝
 

議
事 ⃝

第
１
号
議
案 
令
和
６
年
度
東
京

都
医
師
会
決
算
に
関
す
る
件

主
な
予
算
差
異
と
し
て
、
救
急

患
者
の
早
期
地
域
移
行
支
援
事
業

の
委
託
料
・
委
託
費
が
予
算
を
下

回
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

公
益
事
業
目
的
会
計
の
経
常
費
用

計
は
法
人
全
体
の
経
常
費
用
の

91
・
６
％
等
、
公
益
社
団
法
人
に

求
め
ら
れ
る
財
務
三
基
準
の
要
件

を
充
足
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
決
算
は
賛
成
過
半
数
で
決
議

さ
れ
た
。

第
２
号
議
案 

令
和
８
年
度
東
京

都
医
師
会
会
費
賦
課
徴
収
に
関
す

る
件会

費
賦
課
額
は
年
額
で
Ａ
会
員

８
万
８
８
０
０
円
、
Ｂ
会
員
（
31

歳
以
上
）
３
万
４
２
０
０
円
、

（
30
歳
以
下
）
１
万
８
０
０
０
円
、

大
学
正
会
員
１
万
２
０
０
０
円
、

大
学
特
別
会
員
６
０
０
０
円
と
す

る
こ
と
が
賛
成
過
半
数
で
決
議
さ

れ
た
。

第
３
号
議
案 

東
京
都
医
師
会
役

員
等
の
選
任
に
関
す
る
件

候
補
者
数
が
定
数
と
同
数
で

あ
っ
た
た
め
投
票
は
行
わ
れ
ず
、

賛
成
過
半
数
で
後
掲
の
と
お
り
選

任
さ
れ
た
。

役
員
選
任
後
、
尾
㟢
会
長
か
ら

は
６
期
目
に
あ
た
り
、
激
変
が
予

想
さ
れ
る
近
未
来
の
東
京
の
医

療
・
介
護
を
守
る
た
め
「
７
つ
の

柱
」
を
も
と
に
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
、
新
役
員

の
紹
介
の
後
に
閉
会
と
な
っ
た
。

第
３
０
4
回
（
定
時
）
代
議
員
会
役
員
等
選
挙
結
果

 

（
＊
は
新
任
）

代
議
員
会
議
長

　

窪
田　

美
幸 

（
世
田
谷
区
）

代
議
員
会
副
議
長

　

指
田　
　

純 

（
西
東
京
市
）

会
長

　

尾
㟢　

治
夫  （
東
久
留
米
市
）

副
会
長

　

平
川　

博
之 

（
八
王
子
市
）

　

土
谷　

明
男 

（
江
戸
川
区
）

　

川
上　

一
恵 

（
渋
谷
区
）

理
事（
定
款
第
32
条
第
6
項
に
よ
る
）

　

落
合　

和
彦 

（
慈
恵
）

理
事

　

小
林　

弘
幸 
（
順
天
堂
大
学
）

　

鳥
居　
　

明 

（
世
田
谷
区
）

　

西
田　

伸
一 

（
調
布
市
）

　

弘
瀨
知
江
子 

（
大
森
）

　

佐
々
木　

聡 

（
浅
草
）

　

水
野　

重
樹 

（
板
橋
区
）

　

市
川　

菊
乃 

（
墨
田
区
）

　

大
坪
由
里
子 

（
世
田
谷
区
）

　

増
田　

幹
生 

（
北
区
）

　

小
平　

祐
造 

（
北
区
）

　

荘
司　

輝
昭 

（
立
川
市
）

＊
宮
崎　

国
久 

（
北
区
）

＊
土
屋　

淳
郎 

（
豊
島
区
）

＊
首
里　

京
子 

（
港
区
）

監
事

　

蓮
沼　
　

剛 

（
日
本
橋
）

＊
日
名
子
尚
子 

（
日
野
市
）

医
道
審
議
委
員

　

瀧
澤　

一
樹 

（
武
蔵
野
市
）

　

岡
本　

克
郎 

（
江
東
区
）

　

熊
谷
み
ど
り 

（
文
京
区
）

　

小
路　
　

良 

（
品
川
区
）

　

石
川　

辰
雄 

（
葛
飾
区
）

　

南
雲　

晃
彦 

（
蒲
田
）

　

川
村　

益
彦 

（
町
田
市
）

　

大
辻　

正
高 

（
日
本
橋
）

　

天
木　
　

聡 

（
板
橋
区
）

　

髙
橋　

由
光 

（
玉
川
）

＊
溝
口　

雅
康 

（
中
野
区
）

※
敬
称
略

東
京
都
医
師
会 

第
３
０
４
回（
定
時
）代
議
員
会

　東京都医師会では「東京都医師会医学研究賞」「東京都医師会グループ医学賞」を設
けております。令和7年度も募集を行いますので、所属の地区医師会へ要綱等をご
確認のうえご応募ください。
■医学研究賞
表　　彰：�医学研究賞・若干名（助成費各100万円）、奨励賞・若干名（助成費各30万円）
＊研究賞以外の優秀な原著論文を発表した筆頭著者に対し奨励賞を贈る　＊臨床医学（社会医学を含
む）分野および基礎医学（臨床への貢献が期待されるもの）分野の応募数を勘案して選出する
応募資格：東京都医師会員であること。
　　　　　　＊令和2年度から令和6年度の本賞受賞者を除く

対　　象：�臨床医学（社会医学を含む）、基礎医学（臨床への貢献が期待されるもの）
の分野において優れた原著論文を発表した筆頭著者、またはequally 
contributed author（複数筆頭著者）。原著論文は令和6年度（令和6年
4月1日～令和7年3月31日）発行の学術雑誌に発表されたもの。
＊1人につき1論文とする　＊発表年月は冊子体のものを適用とするが、オンライン掲
載のみの場合はこの限りではない　＊応募者は共著者の承諾を得ること　＊同一研究
によるグループ医学賞との重複応募は不可とする

応募方法：�候補者調書に原著論文一篇を添付のうえ、所属地区医師会経由で提出する。

■グループ医学賞
表　　彰：1～2グループ（助成費各100万円）
応募資格：�東京都医師会員が所属するグループ。但し、代表者は本会会員であること。
　　　　　　＊令和2年度から令和6年度の本賞受賞グループを除く

対　　象： 地域において臨床・社会医学の研究あるいは医療の実践に優れた業績を
あげたグループ。

　　　　　　＊対象外　①大学間のみでの共同研究　②委託事業
　　　　　　＊同一研究による医学研究賞との重複応募は不可とする
応募方法：�応募用紙にグループ研究・社会医学活動の内容を証明し得る資料を添付

のうえ、代表者の所属地区医師会経由で提出する。

◯表彰式・執筆等
　 両賞受賞者には、表彰式において表彰するとともに、東京都医師会雑誌に受賞内

容の概要をご執筆いただきます。
◯受付期間　　　　令和7年9月1日（月）～9月30日（火）（東京都医師会必着）
◯お問い合わせ先　東京都医師会　広報学術課　TEL：03-3294-8821（代）

東京都医師会「医学研究賞」「グループ医学賞」募集
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新役員職務分担、代議員会議長・副議長

尾﨑 治夫

副会長

平川 博之 土谷 明男 川上 一恵

理事

理事

理事

落合 和彦

弘瀨 知江子 佐々木 聡 水野 重樹 市川 菊乃 大坪 由里子 増田 幹生 小平 祐造

荘司 輝昭 宮崎 国久 土屋 淳郎 首里 京子

監事

蓮沼 剛 日名子 尚子

代議員会 議長

窪田 美幸

代議員会 副議長

指田 純

小林 弘幸 鳥居 明

西田 伸一

分野 職務内容 主担当

尾
﨑
会
長

平
川
副
会
長

総務 代議員会・総会、理事会、医道審議会、会長連絡協議会、各種団体、リハビリ病院、
企画調整、日本医師会、地区医師会、その他医師会連絡、会館管理 水野理事

人事企画 人事企画 水野理事
経理 経理、税務、融資、医師年金 土屋理事
出版・広報 マスコミ対応、都医雑誌・ニュース、都民公開講座、元気がいいね 水野理事

産業保健・ 健康スポーツ
産業保健・産業医 水野理事
健康スポーツ医 鳥居理事

医療保険 医療保険、社保・国保審査、支払基金、国保連合会、自賠責、労災 荘司理事

介護保険 介護保険 西田理事
佐々木理事

医療介護福祉 地域福祉、高齢者保健福祉計画、地域包括ケア、在宅医療、認知症、多職種連携、
訪問看護ステーション、老健施設 西田理事

地域医療 精神保健医療福祉 西田理事

土
谷
副
会
長

地域医療

地域医療、保健医療計画、地域医療構想、地域包括ケア 佐々木理事
増田理事

監察医務、有床診療所 荘司理事
医師会共同利用施設 佐々木理事
医療関連職種 市川理事

外国人医療 市川理事
大坪理事

病院、リハビリ医療、地域医療構想、医師の働き方改革 小平理事
医療情報 情報システム、調査研究、各種統計 土屋理事
医療支援 医事紛争、医賠責保険、医療事故調査制度 小林理事

救急・災害 救急、災害医療、休日夜間診療 小平理事
宮崎理事

川
上
副
会
長

救急・災害
周産期救急 落合理事
小児救急 首里理事

疾病対策
感染症、予防接種、三・五者協、公害環境衛生、健（検）診事業、特定健診、母子保健

鳥居理事
大坪理事
首里理事

タバコ対策 鳥居理事
難病 西田理事

学校保健 幼稚園医、保育園医、学校保健
弘瀨理事
市川理事
首里理事

学術・教育 学術講演、倫理委員会、治験、勤務医、生涯教育、専門医制度、医学振興事業、
次世代医師・女性医師・男女共同参画、医学生教育・啓発、医師臨床研修制度

落合理事
大坪理事

医療支援
医療安全対策、精度管理、健康食品、患者相談窓口（診療情報提供） 小林理事
医業経営、税制、医療法人、医療廃棄物、開業支援、エコ 増田理事
母体保護 落合理事

東京都
医師会
役員

会長

（2025年6月15日現在）
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５
月
31
日
（
土
）、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
、
標
記
イ
ベ
ン

ト
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開

催
さ
れ
た
。
尾
㟢
治
夫
会
長
は
開

会
挨
拶
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
禁

煙
補
助
薬
の
供
給
停
止
や
一
部
店

舗
で
の
喫
煙
助
長
に
よ
り
、
喫
煙

環
境
が
再
び
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ

と
に
触
れ
、「
紙
巻
き
タ
バ
コ
か

ら
加
熱
式
タ
バ
コ
に
替
え
て
喫
煙

者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
禁
煙
活

動
は
停
滞
状
態
に
あ
り
、
改
め
て

禁
煙
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

第
１
部
で
は
「
世
の
中
を
一
歩

健
康
に
『
私
が
出
来
る 

健
康
＆

禁
煙
推
進
宣
言
』」
と
題
し
て
、

東
京
都
歯
科
医
師
会
、
東
京
都
薬

剤
師
会
、
東
京
都
看
護
協
会
、
東

京
都
養
護
教
諭
研
究
会
の
代
表
か

ら
各
団
体
が
考
え
る
宣
言
と
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て
、

㈱
龍
角
散
の
藤
井
隆
太
代
表
取
締

役
社
長
が
「
会
員

企
業
経
営
者
の
宣

言
」
と
題
し
て
登

壇
し
た
。
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の

小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
は
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る

都
民
の
喫
煙
率

も
、
飲
食
店
に
お

け
る
受
動
喫
煙
機

会
も
、
よ
り
減
ら

せ
る
よ
う
手
を
緩

め
ず
、
今
後
は
こ

れ
に
加
え
、
外
国
人
へ
の
喫
煙

ル
ー
ル
の
啓
発
、
都
民
に
向
け
て

は
更
な
る
啓
発
と
長
寿
社
会
を
目

指
し
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
宣
言
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
で
あ

る
尾
㟢
会
長
と
日
本
対
が
ん
協
会

の
垣
添
忠
生
会
長
の
対
談
で
は
、

喫
煙
率
を
今
後
３
年
以
内
に
10
％

ま
で
下
げ
る
こ
と
が
新
た
な
目
標

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
国
民
の
健

康
を
守
る
タ
バ
コ
フ
リ
ー
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
副
流
煙
に
よ
る

健
康
被
害
、
医
療
費
の
財
源
問
題

や
超
高
齢
社
会
を
背
景
に
予
防
と

教
育
の
重
要
性
を
強
調
し
、
フ
レ

イ
ル
や
認
知
症
の
予
防
、
ひ
い
て

は
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

「
タ
バ
コ
対
策
は
予
防
の
柱
」
と

し
て
、
今
後
は
医
療
機
関
だ
け
で

な
く
企
業
な
ど
と
連
携
し
た
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

第
２
部
で
は
、
全
国
健
康
保
険

協
会
東
京
支
部
の
柴
田
潤
一
郎
支

部
長
、
三
菱
重
工
業
の
北
原
佳
代

統
括
産
業
医
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
エ
ン

ド
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
岡
原
伸
太
郎
統

括
産
業
医
よ
り
、
各
々
の
立
場
か

ら
、
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
前
の
喫
煙

者
へ
の
効
果
的
な
声
か
け
に
つ
い

て
提
案
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、
中

央
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
村
松
弘
康

院
長
よ
り
、
禁
煙
外
来
の
専
門
家

と
し
て
禁
煙
継
続
の
た
め
の
ヒ
ン

ト
と
声
か
け
の
重
要
性
が
示
さ

れ
た
。

２
０
２
５
年 

世
界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

公
益
社
団
法
人
東
京
都
医
師
会・禁
煙
推
進
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
共
催（左から）米田コンソーシアム事務局長、垣添会長、

小池都知事、尾﨑会長、藤井社長

基
準
値
と
は
そ
れ
を
守
る
こ
と

に
よ
り
安
全
が
確
保
さ
れ
る
目
安

で
あ
る
。「
安
心
、
安
全
」
は
並

ん
で
称
さ
れ
る
が
、「
安
心
」
は

主
観
的
な
感
情
で
、「
安
全
」
は

客
観
的
・
科
学
的
に
定
め
ら
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
に

よ
る
と
「
安
全
」
と
は
安
ら
か
で

危
険
の
な
い
こ
と
、
物
事
が
損
傷

し
た
り
、
危
害
を
受
け
た
り
す
る

恐
れ
の
な
い
こ
と
と
記
さ
れ
て
い

る
。
基
準
値
に
は
４
つ
の
特
徴
が

あ
る
。
第
１
は
従
来
か
ら
の
科
学

的
手
法
で
は
決
め
ら
れ
な
い
こ

と
、
第
２
は
決
め
ら
れ
た
数
字
を

使
い
ま
わ
し
て
し
ま
う
こ
と
、
第

３
は
一
度
決
ま
る
と
な
か
な
か
変

更
さ
れ
な
い
こ
と
、
第
４
は
法
的

な
意
味
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と

の
４
点
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
基
準
値
」
は
「
正
常
値
」「
目

標
値
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が

あ
り
、
そ
の
意
味
合
い
も
微
妙
に

異
な
る
。
臨
床
に
お
け
る
「
基
準

値
」
は
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
に
よ

り
疾
病
を
予
防
し
、
安
全
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
目
安
で
あ
る
。

厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど
良
い
と

い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
単
に
リ
ス

ク
が
低
い
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な

暮
ら
し
、
生
き
て
い
る
こ
と
に

幸
せ
や
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
状

態
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
概
念
に
も
通

じ
る
。

２
０
０
８
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
特
定
健
診
」
い
わ
ゆ
る
「
メ
タ

ボ
健
診
」
で
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
役
立
て
る
た
め
と
し
て

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

の
診
断
基
準
が
適
用
さ
れ
た
。
ま

ず
「
腹
囲
」
を
測
定
し
、
男
性
が

85
㎝
以
上
、
女
性
が
90
㎝
以
上
の

場
合
で
、
糖
尿
病
（
空
腹
時
血
糖

１
１
０
㎎
／
dl
以
上
）、
脂
質
異

常
症
（
中
性
脂
肪
１
５
０
㎎
／
dl

以
上
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

40
㎎
／
dl
未
満
）、高
血
圧
症
（
収

縮
期
血
圧
１
３
０mmHg

以
上
、

拡
張
期
血
圧
85mmHg

以
上
）

の
３
項
目
の
う
ち
、
２
項
目
以
上

を
満
た
す
場
合
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
る
。

一
方
、
肥
満
の
定
義
は
体
重

（
Kg
）／
身
長（
ｍ
）の
二
乗
す
な
わ

ち
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（body mass index

）

で
表
さ
れ
る
。
皮
下
に
脂
肪
が
沈

着
す
る
皮
下
脂
肪
型
肥
満
と
内
臓

に
脂
肪
が
沈
着
す
る
内
臓
脂
肪
型

肥
満
で
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の

方
が
よ
り
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。
内
臓
脂
肪
面
積
が
１

０
０
㎠
以
上
の
人
に
有
意
に
疾
患

数
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、

こ
れ
に
相
当
す
る
腹
囲
が
計
算
さ

れ
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
基
準
値
の
根
拠
と
な
っ
た
。

肥
満
で
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
内
臓

脂
肪
が
多
い
わ
け
で
は
な
く
、
Ｃ

Ｔ
の
解
析
等
か
ら
Ｂ
Ｍ
Ｉ
よ
り
も

腹
囲
の
方
が
よ
り
内
臓
脂
肪
面
積

と
の
相
関
は
高
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
解

析
か
ら
や
や
肥
満
気
味
の
人
の
方

が
、
痩
せ
た
人
よ
り
も
む
し
ろ
長

寿
で
あ
る
と
の
統
計
デ
ー
タ
が
多

数
存
在
す
る
。
腹
囲
と
内
臓
脂
肪

面
積
に
は
相
関
は
あ
る
が
、
ば
ら

つ
き
も
大
き
い
。

高
齢
者
の
生
活
習
慣
病
指
導
、

と
く
に
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

の
生
活
指
導
に
お
い
て
は
、
基
準

値
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
の

質
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。
更

に
過
度
の
食
事
制
限
が
筋
肉
量
の

減
少
を
招
き
、
フ
レ
イ
ル
や
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
へ
の
誘

因
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
高
齢
者

の
特
性
を
理
解
し
て
基
準
値
を
扱

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
は

高
齢
者
の
特
性
を
配
慮
し
た
、
高

齢
者
に
対
す
る
独
自
の
基
準
値
の

策
定
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
フ

レ
イ
ル
や
認
知
症
の
早
期
診
断
が

可
能
な
症
状
の
ス
コ
ア
化
あ
る
い

は
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
る
。 （
鳥
居 

明
）

基
準
値
の
本
質
を
見
直
し
、「
守
れ
ば
安
全
、超
え
れ
ば
危
険
」は
本
当

か
、今
後
の
有
効
な
疾
病
対
策
の
方
向
性
を
模
索
す
る
。超
高
齢
社
会

を
迎
え
、高
齢
者
の
基
準
値
を
再
考
す
る
。

高
齢
者
の
基
準
値
を
再
考
す
る

（
３
）「
第
25
回 

中
医
協
医
療
経

済
実
態
調
査
」
へ
の
協
力
に
つ
い
て

　

中
医
協
で
は
、
医
療
機
関
等
の

医
業
経
営
等
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
医
療
経
済
実

態
調
査
を
実
施
す
る
。
調
査
対
象

医
療
機
関
に
は
調
査
票
が
発
送
さ

れ
て
い
る
の
で
、
回
答
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
。

（
４
）
第
18
回
日
本
在
宅
薬
学
会

学
術
大
会
市
民
公
開
講
座
に
つ
い
て

　

一
般
社
団
法
人
日
本
在
宅
薬
学

会
主
催
の
市
民
公
開
講
座
が
７
月

21
日
（
月
・
祝
）
に
開
催
さ
れ
る

た
め
情
報
提
供
し
、
周
知
等
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
。

（
５
）「
Ｔ
Ｍ
Ａ
医
療
会
議
」
都
民

向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
つ

い
て

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
明
ら
か
に

な
っ
た
社
会
保
障
・
医
療
の
課
題

と
解
決
策
を
広
く
周
知
す
る
た

め
、都
民
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
東

京
医
療
崩
壊
⁈
」
を
作
成
し
た
。

今
後
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
講

習
会
や
都
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
い
て
配
布
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
。

（
６
）
令
和
７
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
地
域
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

７
月
28
日
（
月
）
か
ら
10
月
31

日
（
金
）
ま
で
、
と
う
き
ょ
う
オ

レ
ン
ジ
ド
ク
タ
ー
の
申
請
受
付

を
す
る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
東
京
都
医
師
会
役
員
職
務

分
担
に
つ
い
て

　

第
３
０
４
回
（
定
時
）
代
議
員

会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
本
会
役

員
に
つ
い
て
、
職
務
分
担
が
決
定

し
た
の
で
報
告
し
た
。

（
２
）
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
が
医
療
機
関
に
与
え
た
影
響
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

　

今
回
の
改
定
が
医
療
機
関
の
現

場
や
経
営
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ

い
て
実
情
を
把
握
す
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
多

く
の
会
員
に
ご
回
答
い
た
た
だ
き

た
い
の
で
、
周
知
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
。

地区医師会長
連絡協議会報告

令和7年6月20日（金）

（
７
）
令
和
７
年
度
地
区
医
師
会
・

区
市
町
村
在
宅
療
養
担
当
者
連
絡

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

東
京
都
在
宅
医
療
推
進
強
化
事

業
の
地
区
医
師
会
の
活
動
報
告
と

し
て
、
７
月
25
日
（
金
）
午
後
２

時
よ
り
担
当
者
連
絡
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

開
催
す
る
の
で
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

（
８
）「
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
２
（
ト

ヨ
ク
モ
）」
へ
の
登
録
に
つ
い
て

　

７
月
か
ら
「
安
否
確
認
サ
ー
ビ

ス
２
（
ト
ヨ
ク
モ
）」
へ
切
り
替

え
る
こ
と
が
決
定
し
、
地
区
医
師

会
に
お
け
る
災
害
担
当
者
５
名
の

登
録
と
、
地
区
医
師
会
が
ト
ヨ
ク

モ
を
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
と
し
て

利
用
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
回

答
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
災
害
担
当
者
５
名
の

登
録
方
法
と
地
区
医
師
会
が
ト
ヨ

ク
モ
を
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
と
し

て
利
用
す
る
場
合
の
ユ
ー
ザ
ー
の

取
り
ま
と
め
等
に
つ
い
て
連
絡
し

た
の
で
、ご
対
応
を
お
願
い
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
17
回
玉
川
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
に
つ
い
て（
玉
川
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
肺
が
ん
検
診
の
ク
ラ
ウ
ド
型
個

別
化
検
診
の
開
始
に
つ
い
て

 

（
板
橋
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

①
第
１
５
９
回
日
本
医
師
会
定
例

代
議
員
会
に
お
け
る
代
表
質
問
に

つ
い
て

②
今
年
の
秋
か
ら
冬
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
」

に
つ
い
て

③
区
健
診
施
行
時
に
お
け
る
一
般

診
療
の
再
診
料
の
取
扱
い
に
つ
い

て 

（
新
宿
区
医
師
会
）

　

冒
頭
、
新
地
区
医
師
会
長
の
紹

介
が
あ
り
、
足
川
哲
夫
会
長
（
江

東
区
）、
冨
上
雅
好
会
長
（
立
川

市
）、西
野
裕
仁
会
長（
小
金
井
市
）

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
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武
蔵
野
は
、
埼
玉
県
川
越
以

南
～
東
京
都
府
中
ま
で
の
間
に

広
が
る
地
域
で
あ
り
、
広
義
に

は
武
蔵
国
と
さ
れ
、
武
蔵
野
台

地
一
帯
を
示
す
が
、
文
学
的
表

現
を
含
め
る
と
、
諸
説
が
存
在

す
る
。

小
金
井
市
に
は
、野
川
公
園
、

小
金
井
公
園
な
ど
が
あ
り
、
自

然
が
多
く
、
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
成
長

す
る
た
め
の
環
境
を
提
供
し
て

い
る
。

小
金
井
公
園
は
、
80
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
広
大
な
敷
地
を
有

し
、
そ
の
前
身
は
、
昭
和
15
年
、

紀
元
２
６
０
０

年
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ

た
、
小
金
井
大
緑
地
と
な
る
。

戦
後
は
、
東
宮
仮
御
所
と
し
て

も
使
用
さ
れ
、
昭
和
29
年
に
都

市
公
園
と
し
て
開
園
さ
れ
た
。

公
園
内
に
は
、
江
戸
東
京
た

て
も
の
園
が
あ
り
、
東
京
都
江

戸
東
京
博
物
館
の
分
館
と
し

て
、１
９
９
３

年
に
開
設
さ

れ
た
。
そ
の

前
身
は
「
武

蔵
野
の
歴
史

と
民
族
」
を

テ
ー
マ
に
、

昭
和
29
年
の

開
園
と
と
も

に
設
立
さ
れ

た
、
武
蔵
野

郷
土
館
で
あ

る
。
関
東
地

方
に
所
在
す
る
遺
跡
の
発
掘
調

査
を
行
い
、
武
蔵
野
の
地
で
暮

ら
し
た
民
俗
に
関
す
る
資
料
の

収
集
や
展
示
、
保
存
、
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
た
。

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
の
入

り
口
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
１
９
４
０
年
に
建
設

さ
れ
た
旧
光
華
殿
が
移
築
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
展
示
室
で
は

特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

か
ば
焼
き
、
寿
司
、
て
ん
ぷ
ら

な
ど
に
つ
い
て
、
華
開
く
江
戸

の
食
文
化
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
展
示
室
外
に
は
、
文
化

的
価
値
の
高
い
歴
史
的
建
造
物

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、

江
戸
・
東
京
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
小
金
井
市
医
師
会
宮
本
諭
）

207

国
家
主
導
型
の「
地
域
医
療
」

令
和
６
年
度
東
京
都
医
師
会

医
学
生
懸
賞
論
文
プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞
優
秀
賞
受
賞
者

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

初
期
臨
床
研
修
医
１
年
目

青
山
龍
平

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
面
積
や
人

口
規
模
か
ら
、
し
ば
し
ば
東
京
23

区
・
東
京
都
に
近
い
と
評
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
医
療

文
化
は
日
本
と
は
全
く
異
質
で
あ

り
、
ま
た
国
家
主
導
の
強
力
な
医

療
政
策
に
よ
っ
て
多
く
の
社
会
課

題
と
対
峙
し
て
い
る
の
が
特
色
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
の
医
療

を
相
対
化
し
俯
瞰
す
る
一
助
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し

た
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
医
療
保
険
制

度
は
、
個
人
責
任
、
地
域
互
助
、

政
府
に
よ
る
間
接
的
援
助
を
原
則

と
し
て
い
る
。医
療
費
の
原
資
は
、

積
立
方
式
を
用
い
た
国
民
の
強
制

貯
蓄
制
度
で
あ
る
Ｃ
Ｐ
Ｆ
で
あ

り
、
必
要
に
応
じ
て
政
府
の
補
助

金
が
投
入
さ
れ
る
形
式
を
と
る
。

例
え
ば
、
抗
が
ん
剤
治
療
に
お
い

て
も
、
Ｃ
Ｐ
Ｆ
の
貯
金
額
と
照
合

し
な
が
ら
、
患
者
本
人
が
治
療
薬

の
選
択
に
対
し
て
一
定
の
裁
量
を

持
つ
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。

社
会
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本

同
様
、
少
子
高
齢
化
が
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
率
は

約
20
％
で
、
介
護
問
題
が
深
刻
化

す
る
中
、
政
府
は
税
負
担
軽
減
に

よ
っ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

て
い
る
。
50
～
１
０
０
万
円
の
父

母
扶
養
控
除
を
設
け
る
ほ
か
、
両

親
の
居
宅
か
ら
一
定
の
範
囲
内
で

住
居
を
構
え
る
場
合
、
そ
の
固
定

資
産
税
の
軽
減
を
行
う
そ
う
だ
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
医
療
Ｄ

Ｘ
基
盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

Singpass

と
い
う
個
人
Ｉ
Ｄ
が
全

国
民
に
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、

病
院
ア
プ
リ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ

と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
。

処
方
は
在
宅
で
の
受

け
取
り
が
可
能
で
、

慢
性
経
過
の
患
者
が

来
院
す
る
負
担
を
減

ら
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
一
方
で
、
来

院
患
者
に
対
し
て

は
、
来
院
予
約
・
支

払
い
・
検
査
結
果
の

確
認
・
退
院
サ
マ
リ
の
閲
覧
機
能

が
同
ア
プ
リ
に
集
約
さ
れ
、
高
い

利
便
性
を
誇
る
。

そ
し
て
、最
も
印
象
的
な
の
は
、

産
官
学
連
携
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の

創
出
だ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
存
在

す
る
３
つ
の
医
学
部
の
う
ち
、

Duke-NUS

は
特
異
な
環
境
に
あ

り
、
ほ
ぼ
同
一
敷
地
内
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
最
古
の
病
院
Ｓ
Ｇ
Ｈ
と
Ｍ

Ｏ
Ｈ（
保
健
省
）が
立
ち
並
ん
で
い

る
。
そ
の
た
め
、
人
材
交
流
が
盛

ん
で
、
実
臨
床
か
ら
政
策
に
つ
な

が
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
ス
ム
ー

ズ
で
あ
る
よ
う
だ
。
近
年
、
政
府

は
食
品
の
糖
分
含
有
量
を
表
示
す

る
取
り
組
み
を
始
め
た
の
だ
が
、

そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
臨
床
研

究
は
、
保
健
省
・
大
学
主
導
の
も

と
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
を
２
種
類
用
意
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｔ
を

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

「
社
会
が
変
わ
れ
ば
、
ニ
ー
ズ

が
変
わ
り
、政
策
の
姿
も
変
わ
る
。

課
題
に
呼
応
す
る
よ
う
に
作
ら
れ

る
政
策
は
、
そ
の
社
会
が
辿
っ
た

過
去
を
表
す
物
語
だ
」
医
療
現
場

に
よ
り
深
く
関
わ
る
中
で
、
医
療

制
度
を
意
識
す
る
場
面
も
多
々
あ

る
。
医
学
的
知
識
を
基
に
、
社
会

全
体
を
俯
瞰
し
て
患
者
さ
ん
の
健

康
を
多
角
的
に
支
え
る
医
師
と

な
る
べ
く
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
き

た
い
。

中
国
本
土
・
台
湾
・
韓
国
・
香

港
な
ど
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

川
上
一
恵
理
事
は
、
今
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
の
対
策
に
つ
い
て
概
説

し
た
。
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
抱

え
た
方
の
重
症
化
リ
ス
ク
に
改
め

て
触
れ
、
接
種
率
と
公
的
補
助
の

関
係
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効

性
な
ど
多
角
的
に
示
し
た
。
都
民

に
は
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
知
識
の
更

新
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
呼
び
か

け
、
体
調
不
良
時
に
は
休
養
と
適

切
な
医
療
機
関
受
診
を
促
し
た
。

ま
た
、
費
用
を
理
由
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
治
療
薬
の
処
方
が
妨
げ
ら

れ
ぬ
よ
う
国
・
自
治
体
・
議
員
の

皆
様
に
は
公
費
に
よ
る
助
成
と
郵

送
に
よ
る
接
種
案
内
を
、
ワ
ク
チ

ン
メ
ー
カ
ー
各
社
に
は
１
人
用
バ

イ
ア
ル
や
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン

ジ
に
よ
る
安
定
供
給
を
求
め
た
。

続
い
て
尾
㟢
治
夫
会
長
は
、「
Ｔ

Ｍ
Ａ
医
療
会
議
」
に
お
い
て
医
療

提
供
体
制
等
の
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
検
討
を
重
ね
、
今
般
、

そ
の
取
り
ま
と
め
と
し
て
「
東
京

医
療
崩
壊
?!
～
あ
な
た
と
愛
す

る
家
族
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

～
」
を
発
行
し
た
と
報
告
し
た
。

同
内
容
は
動
画
と
し
て
も
作
成

し
、
東
京
都
の
医
療
が
抱
え
る
４

つ
の
課
題
と
、
医
療
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
の
７
つ
の
対
策
を
紹

介
し
た
。

目
の
前
に
迫
り
つ
つ
あ
る
東
京

の
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

都
民
の
、
社
会
全
体
で
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
決
し
て
他
人
事

で
な
く
、
医
療
を
「
受
け
る
側
」

か
ら
「
守
る
側
」
と
し
て
一
人
ひ

と
り
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
重
要
性
と
と
も
に
、
禁
煙
や

ア
ル
コ
ー
ル
、
性
教
育
、
が
ん
教

育
な
ど
こ
れ
ま
で
の
健
康
教
育
に

加
え
て
、「
高
校
を
卒
業
す
る
ま

で
に
、
社
会
保
障
制
度
や
税
金
の

仕
組
み
、
自
分
の
健
康
と
社
会
の

こ
と
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入

れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
結
ん
だ
。

小
冊
子
と
動
画
の
デ
ー
タ
は
、

特
設
サ
イ
ト
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
移
築
さ
れ
た
旧
光
華
殿

趣 味 の 散 歩

武蔵野の歴史と
 暮らしを展示

江戸東京たてもの園

6月10日
（火）開催

東
京
都
医
師
会
定
例
記
者
会
見

カンファレンスに向けた準備の様子

日　　時：9月23日（火）
　　　　　9時30分集合　17時終了予定
会　　場：日本棋院市ヶ谷本院3階A
参 加 費：5,000円（昼食込）
主　　催：東京都医師囲碁連盟
申込方法： 氏名、住所または連絡先、棋力を

明示し下記へお申し込みください。
申 込 先：品川区医師会 櫻井幸弘
　　　　　Fax：03-3445-1815
締　　切：8月31日（日）
　　　　　医師会員でなくても歓迎します

東京都医師囲碁大会のお知らせ
団体戦・個人戦
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詳しくは当組合ホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

特定健診を受けましょう！
～地域医療を支える皆様の健康が地域の元気を創ります～

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合  ☎03-3270-6434（業務課）

40歳～74歳の方へ受診券をお送りしています。
健康保持増進のため、是非受診してください。
健診費用は組合が全額負担します。
従業員や家族への自家健診も可能です。
※人間ドック等健診費用の助成申請との併用はできません。

ふれあいポスト 各地区会報から

鶴田晋佑
中野区医師会

　無趣味な私ですが、最近の二つのマイブームをじまん話
として記載したいと思います。
　一つ目は、メタクエストというVR（virtual reality）とい
う仮想空間を始めました。VRは単なるゲームとしてだけで
なく、様々な分野で開発が進み、非日常を味わえるという
ものです。私達の医療分野でも活用され、医学教育や手術
トレーニング、介護ケアなどで活用が進み、今後も更なる
進化が期待できる領域です。
　ゴーグルを被った瞬間に私は別人間になり、異世界に入
り込みます。最初は使い方が分からず、現実と仮想を混乱し、
壁や棚で何度もぶつかりケガをしました。それでも慣れて
くると、テニス、卓球、バレー、バスケ、何でも自分がや
りたいものが即座にでき、一人でオリンピックをしている
気分です。特にボクシングはなぜボクササイズという言葉
ができたのか、色々な筋肉を使い大汗をかくのでよくわか
ります。疲れたら、VRで大画面の映画を見ながら、良質の
睡眠も確保できます。とても良い買い物をしたと思ってい
ます。
　二つ目はLUUPです。最近10代の学生がみんなやってい
るという緑の電動キックボードを45歳を超えたおじさんが
始めました。仕組みは最寄りと目的地のポートを選択し、
あとはキックボードのQRコードを読み込むだけです（15分
で300円くらいです）。操作は乗り始めの加速だけ覚えれば、
あとは自転車と同じ感覚で大丈夫。むしろ自転車より楽で
速くて便利になりました。通勤は雨の日以外ほぼLUUPを
使用しています。
　いわゆる風を切る快適さは、少年時代に戻った感じにな
ります。坂の多いところも快適で、ずっと走りたい気持ち
になります。デメリットは、LUUPはタイヤが小さく段差
が超えられないことと、乗車中は恥ずかしいので、院長と
ばれないようにしなければならないことです（院長の通勤イ
メージは高級車だと思われたい）。皆様も、もし乗られる場
合はくれぐれも安全運転でお願い致します。
　以上が最近のマイブームです。便利なものを求める中で、
日々新たな発明が生まれるものだと感銘を受けています。
知らない世界に触れることはハードルがありますが、今後
も新たな楽しみを見つけたいと思います。
 （「医師会新聞」2024年11月 No.689より抜粋）

最近のマイブーム

ノコギリダイとヨスジフエダイの群れ� 品川区医師会  浪川雄一

夏� 玉川医師会  大久保正智

カワセミ� 品川区医師会  田嶋 徹
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アニサキスが引き起こすもう１つの病気
 ― 見落とされがちな疾患に注意

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　魚介類の食文化が豊かな日本においては、それに起因する健康
被害も少なくない。なかでも、アニサキスによる食中毒（急性胃
アニサキス症）は、広く認知されるようになってきている。典型
的な経過は、サバやイカの刺身を摂取後、数時間以内に腹痛が出
現するものであり、年間発症数は2万人以上に上ると推定されて
いる。
　アニサキスが引き起こす疾患は急性胃アニサキス症にとどまら
ず、魚介類アレルギーの約半数がアニサキスアレルギーによるも
のである。また、成人のアナフィラキシーの約2割はアニサキス
が誘因とされている。急性胃アニサキス症が非致死性であるのに
対し、アナフィラキシーは致命的となり得る点で、両者の臨床的
意義は大きく異なる。高い発症頻度と重篤性を踏まえると、アニ
サキス症およびアレルギーは、広く社会に周知されるべき重要な
公衆衛生課題である。
　アニサキスアレルギーの発症は、通常は抗原暴露から2時間以
内に生じるが、半日程度を経て発症する例もあり、時間的な幅が
ある点が特徴である。摂取した魚介類そのものへのアレルギーと
の鑑別には、当該魚介類に対する特異的IgEが陰性であり、かつ
アニサキス特異的IgE抗体が陽性（クラス3以上）であることが診
断の根拠となる。ただし、日本人では抗体陽性率が高いため、実
際に症状が出現していることが診断には不可欠である。
　予防においては、急性胃アニサキス症が生きた虫体の体内侵入
によって発症するのに対し、アレルギーおよびアナフィラキシー
は、死んだ虫体や、体内への侵入がなくとも誘発され得る点に留
意すべきである。したがって、アニサキスアレルギーが疑われる
症例では、加熱や冷凍処理済みの魚介類であっても摂取により症
状が誘発される可能性があることを、患者に対して十分に説明し、
慎重に対応する必要がある。� （文責：美田敏宏）

　

最
近
、
小
学
４
年
生
の
娘
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
（
朝

ド
ラ
）『
あ
ん
ぱ
ん
』
を
視
聴
し
て
い
ま
す
。
娘
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
ド
ラ
マ
体
験
、
私
自
身
も
朝
ド
ラ
を
定
期
的
に
視
聴
す

る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
今
で
は
家
族
で
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ド
ラ
マ
の
随
所
に
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
娘
も
楽
し
ん
で
見
て
い
ま
す
。

　
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
の
主
題
歌
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」

に
あ
る
「
な
ん
の
た
め
に
生
ま
れ
て�

な
に
を
し
て
生
き
る
の
か
」

と
い
う
歌
詞
に
、
作
者
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
（
ド
ラ
マ
の
中
で

は
柳
井
嵩
）
の
実
体
験
に
基
づ
く
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ド
ラ
マ
を
見
る
と
そ
の
意

味
が
理
解
で
き
ま
す
。
嵩
と
そ
の
妻
と
な
る
“
の
ぶ
”
の
、戦
前
・

戦
中
・
戦
後
と
い
う
激
動
の
時
代
を
生
き
て
い
く
人
々
の
姿
を

通
し
て
、
家
族
や
平
和
の
尊
さ
、
若
者
の
葛
藤
、
そ
し
て
食
べ

物
や
絵
が
い
か
に
人
を
勇
気
づ
け
る
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
伝

わ
り
ま
す
。
娘
が
登
場
人
物
の
心
情
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
も

多
く
、
教
育
の
題
材
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
回
新
た
な
展
開
が
あ
り
、
次
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
、

親
子
で
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
見
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
嵩
の
育
て
の
親
が
医
師
で
あ
る
た
め
、
私
の
仕
事
で

あ
る
医
師
の
仕
事
を
、
娘
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
の
も
父
親
と
し
て
嬉
し
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
（
自
転
車
で

往
診
に
行
く
場
面
も
出
て
き
ま
す
。
モ
デ
ル
と
な
っ
た
実
在
の

方
は
、
今
で
言
う
地
区
医
師
会
長
と
し
て
地
域
医
療
に
尽
力
さ

れ
た
よ
う
で
す
）。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
娘
は
、
嵩
が
絵
や

漫
画
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
点
で
も
共
感
を
覚
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

最
近
は
地
上
波
で
の
時
代
劇
の
放
送
が
減
り
、
高
齢
の
方
々

に
と
っ
て
楽
し
み
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
ド
ラ
マ
は
昭
和
の
時
代
を
丁
寧
に
描
い
て
お
り
、
高
齢
の
方
々

に
と
っ
て
は
ご
自
身
の
若
い
頃
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
親
し

ん
だ
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
の
ル
ー
ツ
に
触
れ
る
こ
と
で
『
あ
ん

ぱ
ん
』
の
世
界
に
入
り
や
す
く
、
同
時
に
昭
和
と
い
う
時
代
を

知
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
世
代
を
超
え
て
楽
し

め
る
、
素
晴
ら
し
い
ド
ラ
マ
で
、
オ
ス
ス
メ
で
す
。

�

（
木
山
信
明
）

無 声 拝 聴 娘と楽しむ朝ドラ『あんぱん』

　

街
へ
出
て
み
る
と
、
今
や
人
々
の
様
子
は
平
和
そ
の
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の「
当
た
り
前
の
光
景
」が
、
ほ
ん
の
１
～
２
年
前
は

許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
の
１
２
０
０
日
は
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
人
々
が
死
と
向
か
い
合
わ
せ
で
、
恐

怖
に
慄
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
に“
戦
争
に
匹
敵
す
る

惨
事
”で
あ
り
、
１
２
０
０
日
と
い
う
期
間
は
、
太
平
洋
戦
争
に

ほ
ぼ
匹
敵
す
る
長
い
期
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
籍
は
歴
史
書
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
記
録
書
を
見
る

と
、
各
戦
線
で
ど
の
よ
う
な
両
軍
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
か
克
明

に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
籍
も
東
京
都
の
各“
コ
ロ
ナ
戦

線
”、
病
院
、
開
業
医
、
介
護
施
設
、
行
政（
作
戦
本
部
）と
の
や

り
取
り
等
各
論
的
に
記
録
さ
れ
、
偽
り
の
な
い
苦
難
が
克
明
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
私
も
医
療
の
現
場
に
立
っ
て
は
い
る
が
、

自
分
の
担
当
科
以
外
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
書
籍
を

読
み
、
他
科
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
鬼
気
迫
る
苦
難
を
、
身
に
染
み

て
理
解
さ
せ
ら
れ
打
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
後
世

に
残
し
語
り
つ
ぐ
べ
き
一
冊
で
あ
る
。

※
本
書
を
入
手
ご
希
望
の
方
は
、
東
京
都
医
師
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
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１２００日の闘い
─東京都医師会・東京都、
　コロナ対策の記録
公益社団法人東京都医師会 編

知ってますか？

リスキリングとは、既存のスキルの
アップデートや、全く新しい分野の
スキルを習得することを指し、「再
スキル化」とも訳される。技術の進
化や社会の変化に対応するために、
非常に重要であるとされている。
医療分野では、AIや自動化技術の
進展に伴い、医療従事者が最新技
術や患者対応スキルを学び直すこ
とで、効率向上や患者ケアの質を
保つ役割を果たしている。

リスキリング
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令和6年6月29日開催の足立区医師会定時総会並びに臨時理
事会にて、第20代足立区医師会会長に僭越ながら就任させてい
ただきました。足立区医師会は令和5年に75周年を迎え、令和7
年3月31日現在は、A会員410名、B会員253名、総勢663名
の大所帯となっております。

自己紹介
私は足立区の生まれで、今は廃校になった千代田区永田町幼稚

園・小学校を経て千代田区立麹町中学校で幼少期を過ごしました。
当校は多くの国会議員を輩出しておりますが、直近では前総理大
臣の岸田文雄氏も先輩です。東京都立九段高等学校を経て、東
京慈恵会医科大学にて医学の基礎を学びましたが、大学卒業後は
当時の研修はストレート方式が大半だったため、ローテーション
方式である国立西埼玉中央病院にて臨床の基礎を学び、研修後
は母校である東京慈恵会医科大学に戻りました。当時、総合内科
は青戸病院（現在の慈恵医大葛飾医療センター）の内科学教室の
みでしたので、当時の永野允教授のもと、総合内科医のトレーニ
ングを受け、2年間の米国留学の後、大学の診療科別への改変に
伴い、循環器内科医として従事させていただきました。

平成13年5月に同僚の土屋昌史とともに足立区島根にて診療所
を開設・開業して、平成20年6月より足立区医師会の理事を15
年間勤めて参りました。その間、諸先輩理事より医師会運営につ
いてご教示いただき、今後ますます健全な医師会運営に努めて参
りたいと考えております。

足立区医師会の取り組み
足立区医師会のモットーは「足立区医師会は区民の健康を守り

ます」です。令和7年4月には足立区の人口は70万人を超え、コ
ロナ禍を除き毎年人口は増えております。増え続ける人口に対して、
地域包括ケアシステムをいかに構築するかが課題ですが、令和7
年4月21日には足立区江北5丁目に「すこやかプラザあだち」がオー
プンしました。この施設は医療・介護・健康の拠点として多職種
の連携をさらに進めることが期待されており、足立区医師会も多
職種連携研修に全面的に協力しております。また東京都からご支
援をいただきながら、在宅医療の一環として在宅当番医制度を構
築するとともに、在宅訪問診療に取り組む予定の会員に対して「足
立区在宅医療塾」を定期的に開催し、今後、増加する在宅訪問診
療患者の対策を図っております。さらに予想される災害対策に対し
ては、足立区とともに総合防災訓練を企画・実践しておりますが、
今後は足立区地域防災計画の見直しを早急に進めて参ります。

引き続き特定健診事業並びに特定保健指導事業の充実ととも
に、低迷する各種がん検診事業の充実に努めます。また増え続け
る予防接種事業では、足立区と協力しながら、他区と比較して非
常に多い接種数並びに接種率の維持に努めて参ります。

座右の銘
タイトルの「不易流行」は私の座右の銘ですが、伝統を重んじつ

つ、時代に合わせて変化していくという理念です。足立区医師会
の諸先輩が築いた医療体制を守りながら、これからの超高齢化に
対する新しい医療体制を構築することが大切だと考えております。

最後になりますが、今後も東京都医師会並びに地区医師会との
連携を深めるとともに、引き続き足立区医師会に対してのご指導・
ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

地区医師会長からの一言
不易流行
足立区医師会長　有野 亨
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